
 

 

       大 妻 多 摩 中 学 校 

 

2023（令和５）年度 
 

入学試験問題 

（国際進学 帰国生入試） 

【 英語リスニング 】 

 

時間 20分 
 

【 注意事項 】 

 

１. 試験はすべて、放送の指示で行います。 

２. 指示があるまで、この冊子を開いてはいけません。 

３. 問題は５ページまであります。 

４. ページが抜けていたり、印刷が見えにくかったりする場合には、 

手をあげて知らせてください。 

５. 答えはすべて、問題の指示に従って解答用紙に記入してください。 
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【問１A】 

２人の対話の後に質問が放送されます。その答えとして最も適切なものを、  

①～④の中から１つ選び、数字で答えなさい。放送は１回です。 

 

（１） 

   ①                ② 

 

 

 

 

 

 

   ③                ④ 

 

 

 

 

 

 

 

（２）    

   ①                ② 

 

 

 

 

 

 

   ③                ④ 

 

 

 

10:10 
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【問１B】 

対話を聞いて、下の表の①～④の競技を表すイラストを 《選択肢》 ア～ケ の 

なかから一つずつ選び、記号で答えなさい。放送は１回です。 

 

《選択肢》 

ア      イ         ウ 

 

 

 

 

 

 

エ      オ         カ 

 

 

 

 

 

 

キ      ク         ケ 

 

 

 

 

 

 

 

 

日程
にってい

 １日目 ２日目 ３日目 ４日目 

その日に見る競技 ① ② ③ ④ 
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【問２】 

２人の短い対話を聞き、その後に続く最も適切な応答を、放送される３つの中 

から１つ選び、数字で答えなさい。放送は２回です。 

 

（１）放送のみによる問題 

（２）放送のみによる問題 

（３）放送のみによる問題 

（４）放送のみによる問題 

（５）放送のみによる問題 

 

 

 

【問３】 

２人の対話とそれについての質問が放送されます。質問の答えとして最も適切

なものを、以下の１～４の中から１つ選び、数字で答えなさい。放送は２回です。 

（１） 

１．She cannot swim.  

２．She lives close to the boy’s house.  

３．She will work at the swimming pool.  

４．She is working at the swimming pool. 

 

（２） 

１．He will go home by train.  

２．He will do his mother a favor.  

３．He will wait for his mother to come.  

４．He will buy an umbrella at the station. 
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（３） 

１．She got lost in the station.   

２．She wants to find the police station. 

３．The bag was made last year.  

４．She lost a bag at the station. 

 

 

 

（４） 

１．Two days ago.  

２．Four days ago.  

３．Five days ago. 

４．Last week.   

 

 

 

（５） 

１．Because she is into fossils.   

２．Because she likes the science museum. 

３．Because her brother wanted to go. 

４．Because she had free time during the weekend.  
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【問４】 

男性のエマーソン先生と女子生徒が脱炭素社会（Carbon Neutral Society）につい

て話しています。放送される２人の会話を聞き、その内容に合うように、空欄を

日本語で埋めなさい。放送は２回で、１回目と２回目の放送の間に 20秒の解答時

間があります。 

はじめに、要約文を読む時間をとります。時間は 20秒です。 

 

 

二酸化炭素(ＣＯ2)を減らすために女子生徒は、   １   を使えばいい

と言ったが、そのための電力が、現在は石炭や原子力から作られているという

問題がある。その代替
だいたい

として、女子生徒は   ２   発電や風力発電など

のカーボンニュートラル発電を提案した。しかし、それらの発電手段は発電 

する場所と使う場所が   ３   という問題がある。 

現在、多くの企業がその解決策として、水素（hydrogen）の研究を始めてい

る。水素は燃やしても、   ４   を産み出さないからだ。そのため、  

まずはカーボンニュートラル発電で水素を作り、水素を大きな街に運んでから

そこで水素を燃やして   ５   を作れば、環境に良い。しかし、水素  

利用の問題は、それを運ぶために液体にするのが   ６   ということだ。 
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問題は前のページで終わりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


